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　 ク ラ ン ク 室 ５ 内 に は 駆 動 軸 ９ が 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る と と も に 、 第 １ 部 材 と し て の 斜 板
１ ０ が 収 容 さ れ て い る 。 斜 板 １ ０ の 中 央 部 に は 挿 通 孔 １ ０ ａ が 貫 設 さ れ 、 こ の 挿 通 孔 １ ０
ａ に 駆 動 軸 ９ が 挿 通 さ れ て い る 。 こ の 斜 板 、 ヒ ン ジ 機 構 １ ３ 及 び ラ グ プ レ ー ト １ １
を 介 し て 駆 動 軸 ９ に 作 動 連 結 さ れ 、 駆 動 軸 ９ と 同 期 回 転 可 能 且 つ 駆 動 軸 ９ の 軸 線 方 向 へ の
摺 動 を 伴 い な が ら 駆 動 軸 ９ に 対 し 傾 動 可 能 と な っ て い る 。 そ し て 、 斜 板 １ ０ の 外 周 部 １ ０
ｄ が 前 後 一 対 の シ ュ ー （ カ ム フ ォ ロ ワ ） ２ ０ ， ２ ０ を 介 し て 各 ピ ス ト ン ８ の 基 端 部 ８ ａ に
摺 動 自 在 に 係 留 さ れ る こ と で 、 全 て の ピ ス ト ン ８ が 斜 板 １ ０ に 作 動 連 結 さ れ て い る 。 駆 動
軸 ９ と と も に 所 定 角 度 に 傾 斜 し た 斜 板 １ ０ が 回 転 す る と 、 各 ピ ス ト ン ８ が 斜 板 の 傾 角 に 対
応 し た ス ト ロ ー ク で 往 復 動 さ れ 、 各 シ リ ン ダ ボ ア １ ａ で は 、 吸 入 室 ６ （ 吸 入 圧 Ｐ ｓ の 領 域
） か ら の 冷 媒 ガ ス の 吸 入 、 圧 縮 、 吐 出 室 ７ （ 吐 出 圧 Ｐ ｄ の 領 域 ） へ の 圧 縮 冷 媒 ガ ス の 吐 出
が 順 次 繰 り 返 さ れ る 。
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